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そう考えるとお酒も、昔から大切
に飲まれていたものなんですね。

そうだね。日本酒の存在なくして日本は
ありえないと言えるかもしれないね。

確かに珍しい薬草がたくさん入っていますね。

お屠蘇はみりんや日本酒に屠蘇散（10種近い生薬）を合わせた薬酒。悪鬼・
温疫を治して邪気・毒気を払うとされ、「1人これを飲めば一家に疫なく、
一家これを飲めば一里に疫なし、元旦にこれを飲めば年間病なし」と信じ

られてきたんだよ。日本には唐の時代に伝わり、平安時代、
嵯峨天皇の頃からお正月の儀式として飲むようになったと
言われているよ。

それが庶民にも広まり、
今日まで受け継がれているんですね。

お屠蘇を酌み交わせば気持ちも改まるし、この先も残ってほしい
風習だね。専用の屠蘇器がない時は、ガラスのお洒落な酒器等で
代用しても粋なもの。ご家庭でもぜひ試してみてほしいな。

鏡餅の形には、何か云われがあるんですか？

これには様々な意味がこめられているんだよ。「鏡」の由来は上
から見たときの二重丸が、古代の鏡を表していることから。そ
れによく見ると鏡餅って、蛇がとぐろを巻いた形に見えるで
しょ？ 蛇は昔から神聖な生き物とされているし、また脱皮し
て大きくなることが「昨年とは違う新しい自分で生きるぞ！」と
いう日本人の“禊

みそぎ
”の感覚と合致したと考えられているんだよ。

日本人と蛇の関係って、
とても奥が深いんですね。

ちなみに利き猪口の底に描かれている◎が表しているのも蛇の目
模様。何事にも様々な意味がこめられていて面白いでしょう？ 余
談だけれど、うちで作っているみりんも餅米でつくるもの。そう
いう意味では とても縁起の良い調味料かもしれないね。

今回のテーマはお正月のならわし。
社長が日本の素晴らしい風習についてお伝えします。

力のある人を「ちからもち」とも言うように、日本人にとってお
餅は力の象徴。今でもお祝いになると「餅をつこう」、「赤飯炊
こう」という具合に、特別な時には餅米を食す風習が残ってい
るよね。お正月の鏡餅なんかはこの最たる例だね。

神社や神棚へのお供えは主に米、水、塩、
日本酒。あればここに野菜や魚、する
め等をつける場合もあるね。
こんな風にお供えには、日本人が昔か
ら食してきた「生きるためのルーツ」が
盛り込まれているんだよ。

元日の朝に家族で挨拶を交わし、お屠蘇をいただく…。うきうきした正
月の気持ちを「お屠蘇気分」とも言うように、長年受け継がれてきた素敵
な風習だね。でも実はこのお屠蘇、お隣の中国から伝わってきたものだ
と知ってたかな？
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